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チームオレンジ活動および本人発信支援の取組み①

「とうきょう認知症希望大使からのメッセージ」の作成
練馬区在住の長田米作さんの協力により、認知症の症状や本人

ミーティングに関する実体験によるメッセージをインタビュー動画
により紹介。

主な上映先（予定）
・認知症サポーター養成講座（令和４年9月～）
・理解普及促進等を目的としたイベント 等
上映期間（予定）
・令和４年９月～令和５年９月

開催日︓令和4年9月1日（木曜）から9月2日（金曜）まで
会 場︓グランドプリンスホテル新高輪・国際館パミール
主 催︓公益財団法人さわやか財団

長田米作さんは、第2部パネル・分科会No.16「認知症の人が地域の人々とと
もに生きる地域をどうつくるか」に登壇され、大勢の参加者に向けて「本人
ミーティングで話すことで、普通の人になれた。」と発信しました。
11月にオンデマンド配信が行われる予定です。

「いきがい・助け合いサミットin東京」
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チームオレンジ活動および本人発信支援の取組み②

オンライン認知症サポーター養成講座の開催
日時︓令和４年８月９日（火）13︓30～15︓30
キャラバン・メイト︓たがらの家しゃくじいの庭介護統括責任者 油山敬子さん
参加者︓17名（定員20名 申込19名 ）
方法︓Zoom（会議形式）
受講者の感想︓自宅で容易に受講ができ有難い、集中して聴けた 等
その他︓10代の参加者が複数いた等、集合形式の講座とは異なる層の受講者が参加した。

チームオレンジ活動参加登録チラシ
本人ミーティングやチームオレンジ活動に
参加するサポーターを募るチラシを配布。
Web登録した参加希望者を地域包括支援セ
ンターへ情報提供

◆配布場所
各地域包括支援センター
認知症サポーター養成講座
高齢者支えあいサポーター育成研修
◆令和４年度発行数
2,500枚
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チームオレンジ活動および本人発信支援の取組み③
（参考）オンラインN-improの実施

コロナ禍の取組みとして大泉圏域の5か所の
地域包括支援センターの訪問支援事業担当者ら
により開催。東京大学大学院のほか、高校生デ
ジタルボランティア、ボランティア・地域福祉
推進コーナー、地域の特別養護老人ホーム２所
が協力して実施した。高齢者のZoom操作のフォ
ローを行い完全オンラインで開催した。

①オンラインN-improの実施

開催日 令和４年２月5日（土）
参加者 地域住民、高校生ボランティアなど 約40名

②オンラインによるN-improリーダーフォローアップ研修の実施
開催日 令和４年３月８日（火）
方法 Zoom
講師 東京大学
参加人数 12名

オンラインでN-improを行うためのZoomの
使い方と課題および①の事例発表 など

参加者の声 「認知症のことがわかった」「楽しい︕またやってみたい」
「若者の言葉に希望をみた」「ほかの人の意見がきけた」など
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